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5月 26日に開催した理事会・評議員会で、2006
年度（2006年 4月 1日～2007年 3月 31日）の
事業報告と決算が承認されました。紙面の都合に

より、事業報告は重点事項から抜粋、決算は、収

支計算書と貸借対照表を掲載します。 
 
２００６年度の重点目標 
 

１ 新規事業の創設と事業規模の拡大 
 (1)友愛の灯協会から移行された事業の円滑

な運営 
委託契約・請負であった友愛介護センター登録

ヘルパー（友愛介護員）が非常勤職員（雇用関係）

へ移行するため、説明会を10月に実施しました。 

上記に関して非常勤職員就業規則を一部改正

しました。給与については毎月の総給与額に変化

がないように配慮しました。 

法人全体の事業と訪問介護事業のサービス機

能が一体的になり、きめ細かなサービスを展開し

ていくには、相互の事業の課題等を理解し、具体

策を検討していく必要があります。2007年度の目

標とします。 
 

 (2)介護予防の拠点となる「地域包括支援セ

ンター」の受託 
ケア 24上井草においては玄関入り口を新たに設

け、サンフレンズ居宅介護支援事業所との事務所

の分離を行いました。 

ケア 24善福寺は特に新しい包括支援センター

として、地域への周知、連携に力をいれました。 

主任ケアマネージャーの研修を受けた職員を中

心に介護予防を通し、地域の居宅支援事業者との

連携を強化しています。 

月に一度の地域の協力員との地域連絡会の開

催や勉強会等、地域とのネットワークづくりをす

すめました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 (3)善福寺三丁目特別養護老人ホームの建 

設 
・2006年8月16日工事請負業者入札 

・2006年8月27日善福寺住民への工事説明会 

・2006年9月11日工事着工 

・2006年11月16日杉並区内施設連絡会での説明

会 

・2006年11月21日杉並区広報にて入居申込み開

始のお知らせ 

・2006年12月より入居申込み受け付け開始 

・施設名を特別養護老人ホームサンフレンズ善福

寺に決定 
 

法人内の善福寺プロジェクトチームでは、「開

設宣言」を作成、介護のあり方を検討しました。 

 

２ 経営改革と運営基盤の整備・強化 
(1)経営の安定化 
経費節減や業務の効率化については各事業所

からその方策を出し、進めていますが、最終的な

評価や検討までに至りませんでした。 

利用者の確保については各事業所が努めてい

ます。しかし相談員が利用者・家族の相談や新規

入所希望者への積極的な相談体制を十分とれて

いない現状があります。2007年度は組織体制の見

直しや相談員のスキルアップを高めます。 

利用料の未収がある事業所については、その事

実・状況確認に努めています。2007年度も継続し

て取り組みます。 
 

 (2)人材の確保 
年度途中の退職が常勤・非常勤職員ともありま

した。各媒体を利用し、人材募集を頻回に実施し

ましたが、社会的に介護の人材確保が困難な中、

上井草園と永福ふれあいの家では、年度後半は欠

員補充ができないまま、派遣職員を利用して運営

せざるを得ない状況が続きました。 

上井草園においては年度末の看護師の産休や

介護による退職があり、その補充が困難となり、

１日３人体制であったものを、1日2人体制に減

らしています。 
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次年度の職員採用については、学校訪問やワー

クフエアの参加、新聞折込広告による募集等で、

介護職員を確保することができました。 

当法人のアピールや地域貢献のなかで、人材確

保につなげていく具体的な方策が欠けていまし

た。今年度の学校訪問による関係を通して、さら

に積極的な人材確保につなげます。 
 

（3)労働環境の改善 
超過勤務については、一年間を通し管理把握に

努めてきました。数字的には昨年とほほ横ばいで

した。しかし、抜本的な業務改善策の検討や超勤

を徹底的に減らしていく意識づけをしていくに

は至りませんでした。 

有給休暇取得率については事業所毎のバラツ

キがあります。次年度も引き続き、計画的取得を

行います。 
 

(4)将来構想の具体化 
新しいサンフレンズを考えるプロジェクト（上

井草園、善福寺、ふれあいの家、居宅介護、友愛

介護、事務改善、地域包括）を発足し、ほぼ一年

間かけて話し合ってきました。 

サンフレンズの理念に立ち戻りながら、トップ

ダウン方式ではない、職員からの優れた検討結果

報告がありました。 

この結果を長期計画や次年度の事業計画に反

映していきます。 

 
３ 地域に開かれた法人をめざして 
(1)情報公開 
事業所ごとのホームページ担当業務も役割化

し、継続的に法人として一括したホームページの

更新を行いました。 

法人紙『サンフレンズだより』と各事業所から

の通信紙を分け、利用者・家族にも見やすい、興

味の持てる内容を目指しました。 

介護サービス情報公開制度に基づき、逐次介護

サービス内容等を公開しています。 
 

(2)施設公開 
 2004年度から開始した施設公開を、2006年度

も 10月 29日から 11月 5日まで実施しました。

対象施設はサンフレンズ上井草（上井草園、上井

草ふれあいの家、ケア 24、居宅支援事業所）、永

福・松ノ木・和泉ふれあいの家の 4か所です。3

年連続で実施しているサンフレンズ上井草では

“参加型の施設公開”をキーワードに、実際施設

で行っているプログラムやリハビリを公開し、地

域の方に参加していただきました。サンフレンズ

上井草の見学者数は47名でした。 
 

(3)ボランティアや実習生の受け入れ 
① 教員養成のための介護体験実習生や資格取

得のための実習生を積極的に受け入れました。

実習生の受入れについては、実習生自身の目標

に沿ったより個別な指導がなされてきていま

す。  

また、ボランティアは傾聴ボランティアの定

着等、利用者と直接関われる部分にも参加して

います。施設内だけではなく、外出や外食等に

も参加していただきました。 
② ボランティア活動の調整役とも言えるボラ

ンティアコーディネーターは必要と考え、2007

年度設置します。 
 
４ 職員の資質の向上 
 (1)職員研修の実施 
2006年度の職員研修は延べ60回行ないました。

内訳は、法人主体の研修 16回、外部団体主体の

研修 44回となっています。研修の参加者総数は

538人でした。 

上井草園と上井草ふれあいの家では著名なア

ーティストとのアートデリバリー研修を年6回実

施しました。利用者と職員がアートとの出会いに

より、豊かな経験と影響を受けました。 

職員研修計画も見直しを図り、よりサンフレン

ズの理念に添った研修計画案が出されました。 
 

(2)研修発表会の実施 
将来構想具体化検討会に発した新しいサンフ

レンズを考える7つのプロジェクトの発表会を実

施しました。 

上井草と永福を会場とし、家族、地域の方の多数

の参加をいただき、延べ160人の参加がありまし

た。 
 

(3)組織目標と自己申告 

組織目標の設定と自己申告による目標設定も

定着してきました。目標に添ったきめ細かな職員

指導や動機づけにさらなる活用が必要です。 
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2006年度事業報告・決算書の全文は、特別養護老人ホーム上井草園、和田・和泉・

松ノ木・永福ふれあいの家、友愛介護センターに備えてあります。いつでも自由

に閲覧していただけます。 



 5 

  

  

  

 
 
これまで、サンフレンズ善福寺の開設に向

けて、工事の進捗状況や開設準備室室長の抱

負などをお伝えしてきましたが、5 月 20 日、
無事に竣工となりました。今号では、建物と

準備室に配属となった職員をご紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆様、こんにちは。 
私たちは特別養護老人ホーム「サンフレン

ズ善福寺開設準備室」所属の職員です。 
 現在は、8月のオープンに向けて開設準備
をすすめています。 
 新人職員は 6月に開設 10周年をむかえる
「上井草園」で日々研修をしています。 
 これからどうぞよろしくお願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正面玄関から見た南棟 2階
です。 

写真上：居室には洗面台やトイレを完備してい

ます。 
写真右：ユニットごとに食堂があり、ミニキッ

チンで食事を温めることができます。 
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特別養護老人ホーム上井草園 

介護課長・看護課長 笹川 美由紀 
サンフレンズと私との出会いはまさに偶然

の積み重ねでした。理事の皆様方からサンフ

レンズの創成期のお話を伺い、法人の目指す

ものをお聞きし、私もここで皆さんと共に働

かせて頂きたいと思いました。 
 ご利用者の皆様やご家族様、地域の皆様、

ボランティアでお越しいただく皆様に、「ここ

はなんだかホッとする」、「ここはなんだか明

るいね」と、ついつい立ち寄りたくなるよう

な上井草園でありたいと思っています。ふつ

つか者ですが、どうぞよろしくお願い致しま

す。 
  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サンフレンズ友愛介護センター 

所長 亀村 実千代 
サンフレンズへ移行し１年経過しました。

質の高い訪問介護を提供できるよう努力して

おります。各ふれあいの家、居宅支援との連

携をすすめ、高齢者支援の要となれるよう研

鑽を積んでいきたいと思っています。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高齢者在宅サービスセンター松の木ふれあいの家 

サンフレンズ松ノ木支援センター 

所長 若山 大地 
4月から松ノ木ふれあいの家の所長に就任
した若山大地です。 
今年度より、入浴サービスも開始いたしま

した。檜のお風呂が香り良く、「ホッ」とでき

る空間になっています。 
いつでも気軽にお尋ねください。お待ちし

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 月１日付の人事異動で就任しました所長および課長をご
紹介します。 
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私と「永福ふれあいの家」のご縁は、愚妻が去

る平成１４年４月に新設の第三南陽園に入るま

での約１年間、即ち平成１３年４月より、週３回、

開設間もない永福ふれあいの家に通所させてい

ただき、何かとお世話になったのが始まりです。 
顧みれば、通所中は連絡帳に、日々の体調、様

子、行動などを詳細に記載して頂き、記載された

内容に一喜一憂した諸々のことが走馬灯の巡る

がごとく脳裏をかすめます。この間、所長様を始

めとし、看護師、職員、運転手の皆々様に大変親

切、丁寧しかも愛情を持って接していただきまし

たことに対し、深甚なる敬意を払うとともに紙上

をお借りして、ここに改めて心からお礼申し上げ

る次第でございます。 
このようなご縁から、平成１５年６月からボラ

ンティアの一員として参加させていただきまし

たが、翌１６年４月からは、既に御指導をされて

おられました小林、藤井両氏とともに書道を受け

持ち、週３回、月・水・金の午後を担当させてい

ただきました。また書道終了後は麻雀、囲碁のお

相手をするなどして、今日に至り、只今では有意

義な日々を過ごさせていただいております。 
申すまでもなく「書」はリハビリのひとつとし

て心静かに書くのも良し、また願書することも良

し、暫時、般若心経の“空”、無我の境地に浸る 

 
 
のも良いのではないかと存じます。 
書道に参加したいが「私は字が下手だから」と

遠慮されている方が居られるやを聞き及んでい

ますが、書は先ず原則として４５度で入る始筆、

運筆、終筆等の筆順に注意し、その「コツ」をつ

かめば自分の気に入った書が書けるものと承知

しております。（小生も書の基礎を学んだ頃、最

初に教えられたことの一つです。） 
さて、私は客年１１月末、好天にも恵まれ、燃

ゆるような紅葉に包まれた京都大覚寺、真言宗大

本山を訪れ、法話を伺うと同時に、慣例としてお

ります般若心経の書写に参加し、納めてまいりま

した。 
今年もこうして元気な姿で参加することがで

き、お互いの健康、無事を喜び、来年の再会を約

束しました。 
その節、説法の法話の最後に深く感銘し、心に

刻まれた言葉がありました。それは“過去と他人

は変えられないが、自分と未来は変えられる”と

いう言葉でした。確かにそうです。“他人様や自

分の過去”は厳然たる事実として取り消したり、

変更したりできませんが、“自分と未来”につい

ては心の持ち方や、これからの生き方如何では変

えることも可能で、今までとは異なった新しい道

が見出せると首肯確信しました。私自身の終生の

人生訓である「至誠神に通ず」とともに、折にふ

れ、この言葉を口ずさむ今日この頃の私です。 
 
 
 

 

 

本部事務局 電 話：３３９４－９８３３ 
ＦＡＸ：３３９４－９８３４ 
担 当：星 

ホームページアドレス 

http://www.3friends.or.jp 
E‐mail アドレス 

Kamiigusa@3friends.or.jp 

 

「至誠神に通ず」 
徳武 憲雄さん（１９２１年生まれ） 
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 5月 13日に開催された総会で、会員の皆様から
の会費やご寄付を、「サンフレンズ善福寺」に対

する職員研修や車両購入の費用とすることを決

定しました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サンフレンズ後援会 
 会長 青木利元 

 サンフレンズ後援会は、発足して幾年かたちます

がこれまでこれという貢献をしてこなかったよう

に思います。会員の皆さんからの会費や寄付金を大

事に積み立て、サンフレンズがいざ飛躍しようする

ときに応援しようと力を蓄えてきたわけです。こつ

こつと積み上げてきた甲斐があって、「ちりも積も

れば山となる」のたとえのとおり、今年事業を開始

する善福寺小規模特養の人材育成とサービス力・機

動力向上のためにまとまった寄付を行うことがで

きるようになりました。会員の皆様のこれまでのご

協力に深く感謝するとともに、こうした貢献ができ

ることをともに喜びたいと思います。 
現在、公的介護保険制度は急速な高齢社会の成熟

に伴ってその利用が拡大し、保険制度だけの市場規

模でも7乃至8兆円の大きさを持つようになりまし
た。保険外の有償サービスやボランティアによるサ

ービス量なども含めたら、その市場規模は優に 10
兆円を超えるでしょう。今日本経済は、ようやく「失

われた 10年」といわれた長期的な低迷から脱出し 

つつありますが、公的介護保険の実施がもたらし

た福祉サービスの生産、担い手の雇用、施設の建

設などが経済の復活に何かしかの好影響を与え

ているといえるでしょう。 
しかし、介護保険の利用拡大は、行財政改革を

進める政府にとっては財政負担となります。昨年

度実施された制度変更は、政府の支出を削減する

ためのものでした。聞くところによると、政府・

制度見直しに関わる専門家は、保険料を 20 歳以
上の成人から徴収することを考えているようで

す。もしそのような考え方が現実に実施されると

したら、それは、介護保険制度が「保険制度」と

しては破綻しつつあることを示す動かぬ証拠と

なるでしょう。政策運営の中心にある団塊の世代

は、自分たちのコストの付けを若い世代に負わせ

てはなりません。中長期で見れば、介護サービス

は果たして現行のような社会保険制度で提供す

るのがいいのかどうかを検討すべき時を迎えて

いるように思います。 
 それでもなお、現実には、サンフレンズは効率

化とサービスの質の向上という二兎を追わねば

なりません。後援会からの援助は、サンフレンズ

の自立心をそこね依存心を芽生えさせるような

ものになってはいけないわけです。私たちは、私

たちのささやかな寄付が、サンフレンズのサービ

スの向上、付加価値の向上＝パワーアップにつな

がることを願っています。 

 

2007年 3月 31日現在（多数のため敬称略とさせていただきます。） 
 

ご寄付をいただいた方：大西久江、大友公二、金子功子、小坂明子、笹原典子、田辺紀行、杉並・老後を良

くする会（友愛訪問員グループ及び西荻グループ） 

個人会費を納入していただいた方：阿部青果、青木利元、赤澤敏子、石村延枝、磯部アイ子、伊藤双葉、

岩本昭彦、浦島邦夫、海老沢俊彦、恵美加子、江村三冬、大友信勝、大西久江、大貫繁子、大場宏一、

岡本波津子、小澤千鶴子、小沢久子、織田宏子、かづさや精肉店、金子功子、川合美智子、河周子、河

潤之介、河辺尚之、きくや青果、久保定雄、桑原七重、小泉靖雄、川内十三子、小坂明子、小林五十鈴、

小林牧子、笹原典子、小松原昭一郎、佐藤充弘、篠田阿津子、志磨陽子、志磨威也、下元志津子、白川

すみ子、鈴木組、高月三世子、高橋勤、滝本保子、田寺倹治、田寺徳治、田寺由紀、店網恭子、田辺紀

行、寺田俊子、徳田幸子、鳥井祥子、中島商店、中田芙美子、中林起く代、中村夫美子、中山直芳、中

山道子、仁平正夫、蓮沼達男、八島年子、羽場令人、馬場禮子、福田恭子、藤山邦子、古畑徳寶、星野

栄子、堀井薬局、松井茂夫、間世田美代、望月正子、安田陸男、山崎和一、横田英夫、吉岡順一 

団体会費を納入していただいた方：新しいホームをつくる会、井荻地区民協、杉並・老後を良くする会、

上井草商店街振興組合、ももの会 


